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１．研究基本情報 

課題名 行動・認知・神経科学の方法を用いた、人文学・社会科学の新たな展開 

研究テーマ名 
「社会価値」に関する規範的・倫理的判断のメカニズムとその認知・神経

科学的基盤の解明 

責任機関名 国立大学法人東京大学 

研究代表者（氏名・所属・職） 亀田達也 大学院人文社会系研究科 教授 

研究期間 平成２６年度 ～ 平成２９年度 

委託費 

平成２６年度  5,000,000円 

平成２７年度 10,000,000円 

平成２８年度 10,000,000円 

平成２９年度  5,000,000円 

 

２．研究の目的 

  富や権利の配分を含む「社会のあり方」に関する価値対立は、“Occupy the Wall Street”運動とその世

界的拡大に示されるように、今日、喫緊の政治的・社会的課題になっている。本研究は、こうした「社会の

あり方」に関する人間の価値判断がどのような行動・認知・神経科学的メカニズムを持つのかについて、人

文学・社会科学において蓄積されてきた規範的理論の展開との対応関係を視野に入れながら、一方で行為の

主体性（「実践的エージェンシー」）を軸とする規範的価値の論理や心理モデルを開拓しつつ、他方で計算論

的モデリング、MRIを用いた脳画像(機能・構造画像)計測、eye-trackerを用いた視線計測、末梢自律神経反

応(BVP, SCR)の計測、内分泌反応計測などを含む、行動・認知・神経科学の先端的研究手法を用いて検討す

る。そして、そこから得られた実証的な知見が、「社会価値」に関する人文学・社会科学の規範的モデルに対

してどのような含意を持つのかを考究することで、人間の認知・行動に関する記述的（「～である」）理論と

規範的（「～べき」）理論の有機的な接合に向けての道筋をつけることを目的とする。 

 

 

３．研究の概要 

  本研究計画は、政治哲学・法哲学・倫理学などの人文学領域、経済学・法学・政治学・社会学を含む社会

科学領域において最も中核的な問題の１つである「社会的価値の形成と維持・適用」を支える基礎メカニズ

ムを、近年の脳科学における「価値の計算論モデル」を取り入れつつ、規範と実証の有機的な接合において

明らかにすることを目指した。 

 脳科学・神経科学においては、情報科学や機械学習の領域で発展してきた「強化学習」の考え方をもとに

「価値獲得の計算論モデル」が提案され、「刺激や行動のもたらす物質的報酬価がどのように学習されるのか」

に関する神経メカニズムの実証的検討が進められてきた(Rangel, Camerer & Montague, 2008; Glimcher & 

Rustichini, 2004)。こうした脳科学の検討では、ごく近年まで、行動主義の心理学が想定していた「刺激−

反応間の連合形成」のメカニズム、すなわち、行為者の側に「高次の外界認識モデル」をまったく想定しな

い「モデルフリー (model free)」と呼ばれる価値学習のメカニズム（完全にボトムアップの価値獲得のメカ

ニズム）に、研究の焦点が置かれてきた（Sutton & Barto, 1998; Schultz, Dayan & Montague, 1997）。 

 しかし、2000年代後半以降この状況は一変し、近年の脳科学では、「行為者のもつ外界認識モデル」を仮定

した、「モデルベース (model based)」と呼ばれる価値獲得のメカニズムの解明に、強い関心が寄せられてい

る(Daw & Dayan, 2005; Doll, Simon & Daw, 2012)。こうした、「行為者の外界認識モデルに基づく価値獲得」

を担う神経メカニズム研究への関心のシフトは、脳科学における最新の研究知見と、伝統的に人文学・社会

科学が扱ってきた「社会的・倫理的価値の獲得と適用」に関する研究、換言すれば、多様な価値を統御する
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「高次の社会価値」を人々がどのように主体的に形成・獲得し、維持するのかに係る規範理論的考究とを有

機的に接合するうえでの、有力な道筋を示唆している。 

 本研究計画では、3年間の研究期間を通じ、このチャレンジングな異分野融合の可能性を探った。富や権利

配分に関する規範的理論を考究してきた法哲学・倫理学の研究者、人間および他の群居性哺乳類の社会行動を

研究してきた行動科学（心理学、行動・実験経済学）の研究者、意思決定の神経的メカニズムの解明を専門と

する脳科学の研究者、学習・認知の計算論モデルを構築してきた情報科学の研究者からなる研究チームを組織

し、計算論的モデリング、脳機能画像計測、視線計測、末梢自律神経反応計測、内分泌反応計測などの行動・

認知・神経科学の研究手法を法哲学・倫理学における規範理論的論考と連携させながら、以下の2つのテーマ

について検討を進めた。 

（A） 価値形成の基礎プロセスの検討 

・ 物質的価値の計算と社会的価値の計算を担う、認知・神経メカニズムの共通性と差異に関する実

証的検討 

・ 「社会的価値」の獲得に関する計算論モデルの構築と実証  

(a) Adam Smith の共感論の分析を通じた規範理論的な敷衍 

(b) 「価値の相場形成」についての計算論モデルの構築 

(c) 「社会規範」を支える行動・認知・神経メカニズムのマイクロ分析 

 

（B） 高次の社会価値の働きに関する、分配の正義を範例とした分析 

・ 「実践的エージェンシー」の概念を軸とする「分配の正義」をめぐる価値概念とそのバランシン

グに係る規範理論的な敷衍 

・ Inequality, Maximin, Efficiencyを含む「分配価値」の認知・神経的基盤の実証分析 
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４．研究プロジェクトの体制 

 

 

研究代表者・グループ
リーダー・分担者の別 氏 名 所属機関・部局・職（専門分野） 役割分担 

研究代表者 

 

 

 

研究分担者 

 

 

 

研究分担者 

 

 

 

研究分担者 

 

 

 

研究分担者 

 

 

 

研究分担者 

 

 

 

研究分担者 

 

 

研究分担者 

 

 

研究分担者 

 

 

 

研究分担者 

亀田達也 

 

 

 

坂上雅道 

 

 

 

長谷川晃 

 

 

 

児玉聡 

 

 

 

犬飼佳吾 

 

 

 

唐沢かおり 

 

 

 

樋口さとみ 

 

 

小川昭利 

 

 

池田和司 

 

 

 

為井智也 

東京大学・大学院人文社会系研

究科・教授（意思決定科学・社

会心理学） 

 

玉川大学・脳科学研究所・教授

（脳科学） 

 

 

北海道大学・大学院法学研究

科・教授（法哲学） 

 

 

京都大学・大学院文学研究科・

准教授（倫理学） 

 

 

大阪大学・社会経済研究所・講

師（行動・実験経済学） 

 

 

東京大学・大学院人文社会系研

究科・教授（社会心理学） 

 

 

岩手医科大学・医学部・助教（脳

科学） 

 

順天堂大学・医学部・助教（脳

科学・情報科学） 

 

奈良先端科学技術大学院大学・

情報科学研究科・教授 

 

 

奈良先端科学技術大学院大学・

情報科学研究科・助教 

全体統括 

 

 

 

脳科学・生理実験統括 

 

 

 

規範理論統括 

 

 

 

規範的敷衍の実施 

 

 

 

行動実験の実施 

 

 

 

行動実験統括 

 

 

 

脳科学実験実施 

 

 

脳科学・生理実験実施 

 

 

計算論的モデル構築

の統括 

 

 

計算論的モデル構築

の実施 

 

 
 

５．研究成果及びそれがもたらす波及効果 

 本研究計画では、文理の壁を超えた高い世界的インパクトをもつ研究成果を生み出すことを目指すととも

に、人間・社会・自然の全体的理解に向けた諸学の密接な連携を視野に入れた共同研究の推進に対して、以

下の観点からの、独自の寄与・貢献を企図した。 
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1) 主体的な行為者（「実践的エージェンシー」）による規範的価値判断では、平等・効率性・自由・連

帯・社会的利益を含むさまざまな価値のバランシングが大きな課題となる。また、そうしたバランシ

ングにおいては、物質的価値、社会的価値、あるいは帰結主義的価値や義務論的価値などの相異や、

それらの働き方の異同が重要な鍵となる。これらの問題に構造的にアプローチするためには、規範的

理論では、従来の教義学的な議論に代えて、新たに、共感的な価値形成を基盤とした「実践的エージ

ェンシー」による複合的な価値判断のあり方を考究することが必須である。また経験的・実証的理論

では、精度の高い行動・認知実験や脳科学モデルの構築により、各価値の個別的な働きに加えてそれ

らの複合的な働き方の計算論的理解を目指すことが必須である。 

2) 本研究計画では、法哲学・倫理学の研究者、心理学、行動・実験経済学の研究者、脳科学・情報科学

の研究者からなる先端的な研究チームを組織することで、こうした価値の複合的な働き方を規範的・

経験的に確証し、公共政策や司法判断、社会倫理のあり方に係る実践的議論のための基礎理論を整備

する。 

 
 上記に照らして、以下では、本計画から生まれた代表的な研究成果と、関連学問分野への波及効果につい

て詳述する。 
 

分配の正義を支える認知・神経的基盤の実証分析と、規範理論的な敷衍 

 本研究計画の最大の目標は、「社会価値」に関する人文学・社会科学の規範的理論（「〜べき」）を、行動・

認知・神経科学の先端的研究手法に基づく人間の認知・行動に関する記述的（「～である」）理論と接合する

ことにあった。本研究では、特に、現代正義論の端緒となったJohn Rawlsの正義論を支える「無知のヴェー

ル」や Maximin 原理などの規範理論的な概念群が、人々の実際の分配判断においても重要な役割を果たすこ

とを、一連の行動・認知・脳科学実験により明らかにした。 

 周知のように、Rawlsは『正義論』において、いわゆる資源の平等を核とする平等主義的分配正義論のパラ

ダイムを確立したが、その価値的基軸となっているのは人格における尊厳の平等であり、そのような根源的

平等を支えるのが社会制度の役割であるという議論を展開した。その理論的基盤を支えるために、Rawlsは中

立公正な判断を行うための概念的な仕掛けとして、自分に係る一切の情報を知りえない「無知のヴェール」

を想定し、その下では、人々が「最不遇の立場を最大に改善する Maximin 原理」を自発的・民主的に選択す

るはずであると論じた。Rawls は、「無知のヴェール」という人工的な仕掛けを設けることで、分配の正義の

問題を「不確実性のもとでどのように意思決定を行うのか」という問題の枠組みに変換している。こうした

Rawlsの議論の経験的基礎については、富の分配を中心にこれまでにもいくつかの実験的検討が行われている

が（Frohlich & Oppenheimer, 1992）、「無知のヴェール」を実験室に実装することに伴う根本的な困難さの

ため、解釈面で大きな曖昧さが残る結果しか得られていなかった。 

 本研究は、富の供給に係る生態学的な側面に着目し、「社会的分配に関する意思決定」と「不確実性のもと

での意思決定」（ギャンブルなどがその代表例）という状況は、いずれもリスクヘッジが重要になるという点

で、人々の心の中で機能的に（進化的・生態学的な意味で）つながっているのではないかという可能性を考

えた。「無知のヴェール」という人工的な仕掛けを用いずとも、（ふだんほとんど結びつけられることのない）

ギャンブルと社会的分配という 2 つの意思決定場面で、人々は共通して Rawls が論じるような最不遇・最悪

の状態に留意する「Maximin的な思考」を自発的に行うのではないか、という可能性である。 

 本研究プロジェクトでは、Quasi-Maximin Model（Charness & Rabin, 2002）と呼ばれる経済学の効用モデ

ルを援用し、この命題を検討した。このモデルでは、人々の選択肢に対する価値（効用）判断は、選択結果

の総和(total)と最低(minimum)という２つの要素のバランシング（トレードオフ）によって決まると仮定す

る。人々がこうしたモデルベースの価値判断を行うと仮定した上で、行動実験、認知実験、脳イメージング

(fMRI)実験を組み合わせて、先の命題の妥当性を検討した。 
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    図1. 行動実験、認知実験の結果       図2. 脳イメージング(fMRI )実験の結果 

 

 これらの実験の結果、「Maximin 的な思考」は、ギャンブルと社会的分配という2つの場面で共通して「強

い自発的アンカー」として作用することが明らかになった。最終的な選択自体は、功利主義的な（総和を重

視する）選択から、Rawls的な（最低を重視する）選択まで、人々の間で多様だったものの（図1B）、最不遇・

最悪の状態には、全参加者共通して最大の注意・関心が向けられていた（図 1C, D）。また、そうした「最不

遇状態への自発的関心」は、参加者に共通して、右側頭頭頂接合部（RTPJ）との神経相関を持っていた（図

2B, C, D, E）。この脳部位は、認知的共感性や視点取得との関係が指摘されている脳部位であり、利他性を

支える神経基盤である可能性が示唆されている。以上の結果は、リスクのもとでの意思決定でも社会的分配

でも共通して、人々は「不遇な状態の可能性」にまず身を置いてしまう（その視点をつい認知的にとってし

まう）ことを意味し、Rawlsの思考実験とも整合する。 

 この研究は、2016 年の米国科学アカデミー紀要（PNAS）に、亀田・犬飼・樋口・小川・坂上らの共同論文

として掲載された。本論文は、Rawlsの規範的理論に世界で初めて脳科学的・行動科学的な基礎を与えた研究

として PNAS 誌でコメンタリー(Kappes et al., 2016, “From risk to fairness”)が付けられ、朝日新聞、

中日新聞、東京新聞などのメディアにも取り上げられるなど、国内外で大きな反響を呼んだ。 

 
  一方で、長谷川は、これらの経験的知見と照応するかたちで、“Interactive Reason in Law” を著し

(in press to be published in Archiv für Rechts- und Sozialphilosophie, 2017)、共感的な価値形成を

基盤とした「実践的エージェンシー」による複合的な価値判断のあり方について規範理論的敷衍を行い、平

等主義的な基本視角の下で諸価値のバランシングが可能になる機序を明確にした。また、児玉も人々の実践
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的な選択への「介入（nudge）」のもつ意味について、功利主義の観点から規範理論的論考を行い(“Rethinking 

Nudge: Libertarian Paternalism and Classical Utilitarianism”, The Tocqueville Review/La Revue 

Tocqueville, Vol. 37(1), 81-98, 2016)、古典的な功利主義概念が「介入」への整合的な論拠を与えること

を論証した。また唐沢は、Rutgers大学の哲学者Stephen Stich教授らとの間で、エージェンシーの心理的基

礎と文化比較に係る共同研究を進め(“Gettier across Cultures”, Noûs. 1-20, 2015)、ブラジル、イン

ド、日本、アメリカという4つの国々で“the Gettier intuition”と呼ばれる直観的判断が素朴認識論に由

来して共通に認められることを明らかにした。 

  平成 28 年度以降は、分配の正義を中心に、さらに詳細なかたちで、「価値の相場形成」についての計算論

モデルの構築と、「社会規範」を支える行動・認知・神経メカニズムのマイクロ分析が進められている。これ

らの実証的検討では、人々が相互作用を通じて分配や信頼に係る「社会価値・規範」をどのように形成する

のかについて、単に行動選択の同期だけでなく、注意配分（e.g., 視線パターン）や生理状態（e.g., 生理

的喚起、内分泌）の変化にも目を配った、マルチレベルでの詳細な実験データを収集している。これらの実

験データに基づき池田・為井が、強化学習モデルの観点から、人々の間での「価値の相場形成」に係る計算

論的モデルの構築を進め、中間的成果を2016年の日本社会心理学会、人間行動進化学会で発表した（黒田起

吏・爲井智也・池田和司・亀田達也「二者の相互作用による知覚傾向の収束：心理物理的技法による Sherif

実験再訪」）。本年12月には、この計算論的モデルに基づく脳イメージング(fMRI)実験を、東京大学で実施す

る予定である。 

 

関連学問分野への波及効果と社会への還元 

 本研究計画では、「社会価値」に関する文理融合型の研究活動を広範なかたちで展開することで、人文学・

社会科学領域における関連分野の連帯を進めることを企図した。具体的には、先述のチームとしての研究活

動以外に、以下の社会的な取り組みを行なった。 

・ 若手中心の神経経済学ワークショップの開催：我が国においてまだ十分な基盤のない神経経済学のコミュ

ニティを形成するため、平成27年2月20−22日、神奈川県相模原市において合宿形式のワークショップ

を行なった。国内の若手先端研究者 20 名を選抜のうえ招待し、3 日間に亘る集中的な討議により共通の

アジェンダを作った。 

(http://www.tatsuyakameda.com/_src/sc1016/1st20neuroeconws20program_feb.2020-22202015_short20

copy.pdf) 

・ 法哲学、倫理学、哲学、経済学、法学、政治学、社会学、心理学、脳科学、生物学研究者を交えた討議中

心の先端セミナーシリーズの開催 

(http://www.tatsuyakameda.com/event.html) 

・ 第19回実験社会科学カンファレンスの主催：実験を共通の研究手法として、経済学、心理学、政治学、

法学などの広範な社会科学領域の連携を図る目的で、平成27年11月28−29日に、実験社会科学カンファ

レンスを東京大学で主催した。国内外から 150 名ほどの研究者が参加し討議を行なった。

(http://www.tatsuyakameda.com/_src/sc1035/expss2015_program.pdf) 

 

 こうした取り組みは、これまで個別的に進められていたさまざまな関連研究の知見を深く共有するための、

新しい学際的コミュニティを形成することに大きく寄与した。 

 

 加えて、亀田は平成28年度以降、本研究で行なった文理融合の試みを、関連分野の学会や研究会における

招待講演やパネルディスカッションで広く紹介することに注力した。 

・ Heidelberg workshop “Self-regulation of selfish behavioral tendencies”（平成28 年5月11−13

日・University of Heidelberg） 
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・ International symposium “Brain and social mind: The origin of empathy and morality” (平成28 

年7月23日・Pacifico Yokohama) 

・ Colloquium at Centre de Recherches sur la Cognition Animale (平成28 年9月8日・Université Paul 

Sabatier, Toulouse) 

・ 第 57 回社会心理学会シンポジウム「政治態度や規範の探求をめぐる社会心理学と政治学の対論」（平成

28年9月18日・関西学院大学） 

・ 第6回社会神経科学研究会「社会のなりたちを支える内分泌学」（平成28年11月24日・生理学研究所） 

・ 第10回行動経済学会パネルディスカッション「行動経済学の過去・現在・未来」（平成28年12月4日・

一橋大学） 

・ Langfeld Conference “From micro-level cognitive phenomena to large-scale social dynamics” （平

成29 年5月12−13日・Princeton University） 

・ Morality mod Science Seminar （平成29年5月28日・名古屋大学） 

・ 日本学術会議公開シンポジウム「心の先端研究の展望」（平成29年6月24日・京都大学） 
 

 これらの招待講演は、行動経済学、神経経済学、認知科学、心理学、社会心理学、哲学、倫理学、社会脳

科学、動物行動学、内分泌学など、多岐にわたる関連学問分野の国内外の研究者を対象に行われ、今後、さ

まざまなかたちで領域交叉的な連携研究が進むことが期待できる。 

 

 また、本研究プロジェクトの成果の一端を、平成 29 年 3 月に『モラルの起源―実験社会科学からの問い』

（岩波新書）として公刊し、一般読者層への社会還元を試みた。同書は、毎日新聞、朝日新聞、東洋経済、

エコノミスト、日経サイエンス、文藝春秋などの書評欄で取り上げられ、広範な読者を得ている。 

 

 

 

６．今後の展開 

 本研究計画は、3年間の研究期間を通じて所期の成果を挙げることができた。今後は、本研究を通じて形成

された、関連諸分野の先端研究者との文理の壁を超えた有機的な連帯をさらに推し進める。また、本プロジ

ェクトのこれまでの成果を、トップジャーナルを中心に公刊していく。 

 本プロジェクトの延長線上にある、探求すべき喫緊の問題として、「社会における“Moral Divide”を生み

出す心的・生態学的・構造的要因の理解とその規範的克服の方途」がある。昨年の米大統領選挙やBrexit、

国内外の国政選挙における「ポピュリズム」の現れなど、今日の社会における重要現象は、国家・社会間で

の差異はもとより、同一の国家・社会の中でも、規範や価値意識が集団間で分断されているというMoral Divide

である。このような社会の分断を乗り越える上位の社会価値（メタモラル）の規範理論的・経験的可能性を

探ることは、今日の人文学・社会科学にとって最重要の課題の1つであろう。 
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② 第19回実験社会科学カンファレンス. 2015.11.28-29 (東京大学、東京都文京区)  参加研究者150名. 
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